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馬：セラピー馬として経験をもつ道産子（コブシ・４歳・雄）、１頭（写真 2.） 

  馬担当者：馬の飼い主であり、小学校等での馬を用いた教育経験がある 

スタッフ：作業療法士 1 名（主にプログラムを担当）、普段から子どもたちを担当して

いる保育士 2～3 名 

 

 

 

 

 

 

写真 1（左）．乗馬会の流れを絵で示したもの  

写真 2（右）．乗馬の様子：スタッフが乗って  

      いるところ 

 

５．データの分析方法  

  子どもの乗馬会の行動を観察するに当たり、発話が極めて少なかったため、行動の観

察からコミュニケーションに関する情報を得ることが必要となった。そのため、ビデ

オカメラに収録した乗馬会のデータから、主に対象者のコミュニケーションのとり方、

馬との関係や距離を推しはかるということに着目して観察しようと、乗馬プログラム

行動観察リストを作成し、これを用いて乗馬会後の対象者の行動を観察し記録した。

行動観察リストの項目に基づき観察された行動の評価は 2 名の研究者（看護師）およ

び 1 名の乗馬会を担当した作業療法士が独立に行い、3 名の平均点をそれぞれの対象

者の得点とした。 

 
Ⅳ．倫理的配慮  
 本調査では「疫学研究に関する倫理指針」（文部科学省・厚生労働省、2012）に基づき研

究対象者の人権及び利益の保護の取り扱いについて十分配慮した。研究の実施にあたり、

大分大学医学部倫理委員会の承認（承認番号 743）を得て実施した。 

 
Ⅴ．研究の結果と考察  
１．対象者について  

  本研究の対象となる子ども 7 名の性別・年齢・診断名・行動の特徴について表 1.に記

す。 

表１．対象者となる子どもの性別・診断名・年齢と行動の特徴   

性別  診断名  年齢  行動の特徴  

A F 自閉症 ,ＡＤＨＤ  6 歳  テンションが上がると周りが見えなくなり、状況に構わず行動する  

Ｂ  F ダウン症 ,情緒障害  5 歳  男性に対する人見知りがある  

Ｃ  M 自閉症 ,ＡＤＨＤ  5 歳  一人で行動することが多い  

Ｄ  M 自閉症 ,ＡＤＨＤ  5 歳  思っていたことと結果が違うとパニックになることがある  

Ｅ  M ＡＤ/ＨＤ,てんかん  6 歳  集団になじむ事が苦手で他の子にちょっかいをかける  

Ｆ  M ＡＤ/ＨＤ  5 歳  他の子どもと関わりたいがうまくできない  

Ｇ  F ダウン症  5 歳  眠たい時は言うことをきかなくなる、扉が中途半端に開いているのを嫌う
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くんは乗馬会では意思疎通は可能であるが、発話はみられなかった。C くんは 1 回目に

興味が表われており、2 回目はワークや馬への態度の中で特にできることが増えている

ことがわかる。D くんは 2 回とも馬に乗ることや触れることができなかったので、馬へ

の態度やワークでは行動がみられなかったが、関心や意欲について少し高まっている様

子がうかがえる。 

 

 

図 2. 対象者 C くんと D くんの乗馬会 1 回目と 2 回目の様子について行動観察リストを用いて

観察した結果 

 

Ⅵ．考察  
今回は、乗馬会という一連の活動の中にみられるコミュニケーションや社会性、また馬

に対して心を通じ合わせることについて特に焦点を当てて観察を試みようとした。これま

で作業療法の観点から身体機能や認知機能に働きかける目的で目標を設定し乗馬を活用し

ている報告が国内外でみられる（McPhail;2006, 慶野他; 2007）。乗馬を身体機能の改善に

効果的に活用することについて認められてきている。また最近の美和（2010）による乗馬

活動後の発達障がいをもつ子どもの様子の変化を保護者に調査した結果からは、身体のバ

ランス感覚の向上や順番を待つという人間関係に関すること、ことばやコミュニケーションに

1.00 

2.00 

3.00 

4.00 
1.大きな動作がスムーズ

2.細かい動作がスムーズ

3.状況に応じた会話

4.意思・要求を表現

5.他の子と楽しく過ごす

6.話題のかみ合った返答

7.ストレス・感情コントロー

ル
8.興味・意欲がある9.集中力を持ち取組む

10.作業速度が速い

11.丁寧な作業

12.説明を最後まで聞く

13.馬の様子を見る

14.馬に合わせて引く

15.馬に身体を委ねる

Ｃくん・5歳

１回目

２回目

1.00 

2.00 

3.00 

4.00 
1.大きな動作がスムーズ

2.細かい動作がスムーズ

3.状況に応じた会話

4.意思・要求を表現

5.他の子と楽しく過ごす

6.話題のかみ合った返答

7.ストレス・感情コント

ロール
8.興味・意欲がある9.集中力を持ち取組む

10.作業速度が速い

11.丁寧な作業

12.説明を最後まで聞く

13.馬の様子を見る

14.馬に合わせて引く

15.馬に身体を委ねる

Ｄくん・5歳

１回目

２回目

― 50 ―



― 51 ―



― 52 ―



 

 大分大学　高等教育開発センター紀要　第７号（2015年3月）

― 53 ―



― 54 ―



― 55 ―



― 56 ―



― 57 ―



― 58 ―



― 59 ―



― 60 ―



― 61 ―



― 62 ―



― 63 ―



― 64 ―



- 0 -

 

 

!

 

( )

(2009 ) (2015 )

 
21

25

 

 大分大学　高等教育開発センター紀要　第７号（2015年3月）

― 65 ―



- 1 -

 

 

― 66 ―



- 2 -

 

― 67 ―



- 3 -
― 68 ―



- 4 -

 

― 69 ―



- 5 -
― 70 ―



- 6 -

 

 

 

 

― 71 ―



- 7 -

 

 
 

― 72 ―



- 8 -
― 73 ―



- 9 -

 

 
!

 
 

― 74 ―



- 10 -

 

          

 

         
 

 

          

 

          
 

 

          

 

           

 

           

 

( )  ( )  

― 75 ―



- 11 -

 

 

 

 

 

― 76 ―



- 12 -

 

    

― 77 ―



- 13 -

 

MAP
MAP
MAP

( )  ( )  ( )  

( )  

( )  

( )  ( )

― 78 ―



- 14 -

 

 

 
  

 
 
 

 

 
 

 

 

― 79 ―



- 15 -

 

 

― 80 ―



ICT  
 

 
 

 

2014 9 6

ICT
ICT

ICT

 
 

ICT Information and Communications Technology Relief model
Disaster risk reduction event Elementary school children

Usuki Elementary school Students intending school teachers  
 

 

6

7 1)

5.75 m 2.17 m
2)

2012 10 2 m

1.3 km 25 m

2013 1

 

 大分大学　高等教育開発センター紀要　第７号（2015年3月）

― 81 ―



PTA

2014 9 6
3)

Information and Communications Technology ICT

 
 

282 168 27
7 484 4)

PTA 12

5

 
 

ICT
 
ICT Apple iPad Microsoft

PowerPoint iPad
PowerPoint

― 82 ―



くことができると考え採用した。 
以上を踏まえ，本ブースは，①校区内における避難経路および避難場所の確認（立体模型），②避難

経路上（道路上）および校区内における危険箇所の把握（iPad），③避難の妨げとなる可能性がある

危険箇所，および避難時の注意すべきポイントの理解（PowerPoint），の 3 点を主目的とした。なお，

ブースの企画・準備・運営は，大分大学教育福祉科学部に在籍中の学部 1 年生 7 名が中心となってお

こない，地理学教室に在籍する学部 4 年生と大学院生（各 1 名）が助言・指導をおこなった（学年は

執筆当時：以下，参加学生）。 

 
３．ブース出展のための事前準備 

（1）ICTに関する事前準備 

企画発案当時は，参加学生から ICT の活用に関して，Google Earth 上に津波浸水域を表示したり，

津波シミュレーターを使用したりする案が出された。しかし，1 回あたり 10 分程度という時間的な制

約，さらには参加学生の技術的な問題があり，それらは困難であると判断された。その後，討議をお

こなった結果，既述のように ICT の活用に関しては，避難経路上（道路上）および校区内における危

険箇所の把握ということをテーマにして，小学生に危険箇所を考えてもらい，参加学生がそれらの解

説をおこなうという案が採用された。とくに，小学生に危険箇所を考えてもらう際には，「RICOH 
Smart Presenter」（以下，Presenter）を使用することにした。Presenter は，iPad・iPhone・iPod Touch
上で動作するペーパーレス会議・プレゼンテーション用の無償アプリである。本アプリの特徴は，複

数の iOS 端末上で資料の共有をおこない，閲覧資料ページの同期やページ内の拡大・縮小，あるいは

書き込みが可能という点である。なお，Presenter の詳細な操作マニュアルは，小山ほか（2014）5)

に記したので参照されたい。 
iPad 活用の事前準備として，参加学生は，臼杵小学校の校区内において事前調査を実施し，避難経

路や周辺道路上で危険箇所が存在する地点において写真撮影をおこなった。次に，Presenter 用の資

料として活用できるよう撮影した写真を PDF に変換し，iPad に取り込んだ 6)。また，過去の震災で

実際にブロック塀や電柱等が倒壊した画像等をインターネットなどで収集し，それらを利用して解説

用の視覚教材を PowerPoint で作成した。この視覚教材作成時には，参加学生から「解説時は一方的

になってしまうため，小学生の興味が持続しないのではないか」という旨の意見が出されたため，ア

ニメのキャラクターなどを随所に入れ込むなどして，小学生の興味が持続するよう工夫を凝らした。 
 

（2）立体模型に関する事前準備 

 位置情報と高さ情報 

立体模型は，臼杵小学校の校区を範囲として，建築物の外周や道路，丘陵地，水域（海域）の正確

な位置関係を表現した。立体模型のベースマップは，国土地理院『基盤地図情報』から，臼杵市にお

ける「建築物の外周線」，「海岸線」，「水涯線」，「道路縁」をダウンロードし，ESRI ArcGIS 10.2（以

下，GIS）を使用して作成した。また，建物の形状については，Google Earth 画像も参考にした。他
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方で，建築物や丘陵地の高さに関しては，作業の都合上，正確に表現することが困難であった。そこ

で，校区内において確実に津波から逃げ切ることができる城址公園（丘陵地：避難場所）の高さ表現

のみをあえて誇張し，津波避難場所の位置が瞬時に把握できるよう工夫した。また，小学校や目立っ

た建築物に関しては，やや大きめに表現したのに対し，家屋の高さに関しては，ほぼ一様に表現した。 
立体模型の制作工程 

 表 1 に，立体模型制作のために購入した材料とその用

途を示した。立体模型の土台には，軽量で運搬に適して

おり，さらに加工しやすいという観点から，発泡スチロ

ール（縦 100 cm，幅 90 cm，高さ 15 cm）を使用した。

制作工程としては，まず，各建築物や道路等の正確な位

置を立体模型上に表現するため，土台に GIS で作成した

ベースマップを貼り付けた。次に，土台上で海域にあた

る部分を，発砲スチロールカッターを使用して斜めに削

り，ヤスリと木工用ボンドで表面を整えてから，ポスタ

ーカラーで着色（青色）した 7)。 
家屋などの建築物は，ベースマップに示した「建築物

の外周線」に沿って半日乾燥させた紙粘土をカッターで加工し，表面に木工用ボンドを塗装したうえ

で，絵の具によって灰色に着色し作成した。着色が終わったら，それらを一軒ずつ「建築物の外周線」

に合わせながら，木工用ボンドで固定した。臼杵小学校の校舎は，厚紙を組み立てて彩色し，校庭に

は本物の砂を使用した。また，校庭の遊具や樹木などは爪楊枝で作成した（図 1：右）。臼杵城址（丘

陵地）は，丸めた新聞紙を丘陵地の形態に合わせて敷き詰め，セロハンテープで固定し紙粘土で覆っ

た。その後，石垣の形に切った厚紙を貼り，光沢を出すために木工用ボンドを３回塗り重ねた。NTT
の電波塔は，爪楊枝を適当な長さに切り，木工用ボンドでつなぎ合わせて作成した。ループ橋は少し

太めの針金で形を整え，紙粘土で覆い着色した。 

 

図 1 立体模型の概観（左）と拡大した様子（右） 

ベースマップは，ESRI ArcGIS 10.2 で作成した。 

品　名 用　途

発泡スチロール（100×90×15cm） 土台

紙粘土 建築物

速乾木工用ボンド 接着，ツヤ出し

ポスターカラー（10色） 紙粘土および土台の彩色

絵筆（平筆・小筆） 紙粘土および土台の彩色

爪楊枝 電波塔，遊具，樹木の作成

厚紙 校舎の作成

砂 校庭の作成

カッター，はさみ，セロハンテープ，糊 作業全般で使用

表 1 立体模型の材料と用途 
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録を明らかにしたうえで，大分県防災対策推進委員会有識者会議・被害想定部会の意見を踏

まえておこなわれた調査である。 
2） 沿岸市町村 43 地点における最大津波波高等一覧表【確定値】．http://www.pref.oita.jp/uplo

aded/life/287381_350089_misc.pdf（2015/1/10 取得）。地点名は臼杵川河口。ここでいう最

大津波高は，地殻変動前の最大津波高から地殻変動量を減じた値。 
3） このイベントは，2014 年 9 月より臼杵市の全小中学校で始められた「土曜授業」でおこな

われた。 
4） 当日の参加者数は，臼杵小学校 PTA による。ただし，記載漏れが数名あるため，正確な参加

者数ではない。 
5） 小山拓志・土居晴洋・松木拳人・木村直人・東 純平（2014）：iPad を活用した地理学野外

実習の効果と展望．大分大学教育福祉科学部附属教育実践総合センター紀要，32，137-154． 
6） 無償版 Presenter の場合には，アップロードできる資料の文章フォーマットが PDF のみと

なっている。 
7） 着色する前に木工用ボンドを塗装するのは，直接紙粘土に着色するよりもムラを少なくでき

るからである。 
8） 大分県地域防災計画の修正概要．http://www.pref.oita.jp/uploaded/life/293323_373703_mi

sc.pdf（2015/1/10 取得）。 
9） 大分県地震・津波対策アクションプランについて（地震減災アクションプランの見直し）．h

ttp://www.pref.oita.jp/uploaded/life/286566_346633_misc.pdf（2015/1/10 取得）。 
10）文部科学省（2008）：『小学校学習指導要領解説 社会編』．東洋館出版社，p139． 
11）文部科学省（2011）：教育の情報化ビジョン－21 世紀にふさわしい学びと学校の創造を目指

して－．http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/23/04/__icsFiles/afieldfile/2011/04/28/130
5484_01_1.pdf（2015/1/10 取得）。 

12）ICT 機器を使ったネットワーク環境を構築し，学校現場における情報通信技術面を中心とし

た課題を抽出・分析するための実証研究を実施している（http://www.soumu.go.jp/main_so
siki/joho_tsusin/kyouiku_joho-ka/future_school.html：最終閲覧日 2015/1/10）。 

13）総務省と連携し，一人一台の情報端末や電子黒板，無線 LAN 等が整備された環境下で，教

科指導や特別支援教育において，ICT を効果的に活用して子供たちが主体的に学習する「新

たな学び」を創造する実証研究を実施している（http://jouhouka.mext.go.jp/school/pdf/ma
nabi_innovation.pdf：2015/1/10 取得）。 
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＊＊川島久美子氏プロフィール＊＊ 

１９４１年 秋田県生まれ 福岡県在住。福岡県立図
書館、久留米大学非常勤講師、福音館書店社外講師、福
岡県社会教育委員、大野城まどかぴあ図書館長を歴任、
平成２３年度福岡県教育文化表彰受賞、平成２４年度社
会教育功労者文部科学大臣表彰受賞、公益財団法人大野
城まどかぴあ理事、久留米市立図書館協議会副委員長、
日本子どもの本研究会会員、紙芝居文化の会会員、宮の
陣小学校絵本の会、宮の陣ひまわり文庫主宰、小学校や
図書館で子どもたちへの読み聞かせやお話を語り続ける
活動の傍ら、親・教師・図書館員向けの講座の講師とし
て活躍中 

 

Ⅱ 事業の概要 

１．講演会 

『～大人のためのちょっといい時間！～』  

川島久美子氏がつけてくださった講演会 

のタイトルです。川島氏と過ごさせてい 

ただいた時間は、子どものために、そし 

て、私たち自身のために、とてもすばら 

しい「いい時間」でした。まず初めに感 

謝申し上げます。 

講演会Ⅰ部では、川島氏が「あまんき 

みこ氏からのメッセージ」を読み上げて 

くださいました。大分大学高等教育開発 

センターや私ども「協育」アドバイザー 

が目指している『教育の協働』『協育』を 

応援してくださる内容でした。また「かこさとし」氏の言葉を紹介してくださり「本と子

どもたち」に関わっていく私たちにあたたかいメッセージを届けてくださいました。川島

氏がお話してくださる「あまん氏の作品」とその作品に関するエピソードは、作品に理解

と親しみを覚えました。昨年の講演者であるあまん氏をもっと深く知りたいと申し込まれ

たかたも多く、皆さん興味深く熱心に聞き入っていらっしゃいました。 
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